
 

北陽台だより 第３０５号 
 

令 和 ６ 年 ３ 月 ４ 日  発 行 

長 崎 県 立 長 崎 北 陽 台 高 等 学 校 

西 彼 杵 郡 長 与 町 高 田 郷 ３ ６ ７ ２ 

T E L  ０ ９ ５ - ８ ８ ３ - ６ ８ ４ ４ 

F A X  ０ ９ ５ - ８ ８ ３ - ０ ７ ７ ６ 

発 行 責 任 者   大  川  周  一  

第４３回生の皆さん、ご卒業おめでとうございます！ 

                                       教頭  松添 秀喜 

卒業生のみなさん、改めてご卒業おめでとうございます。新しい船出、これからいろいろな試練があるかもし

れません。その試練は大変かもしれませんが乗り越えてくださいね。そして、自分が得意なこと、好きなことを

「みんなのために」役立ててください。そんな皆さんの明るい未来を、長崎北陽台高校教職員一同楽しみに、そ

して期待しています！ 

さて、卒業生の皆さんへ次のお話を贈ります。「涙の数だけ大きくなれる！」（木下晴弘著 フォレスト出版）

に掲載されている話の１つを要約したものです（YouTube にも動画版があり、本校図書館にも入る予定です）。

卒業後の皆さんのお役に少しでも立てれば幸いと思います。 
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 あるところに何をしても長続きしない女性がいました。つまらない、やりたくない、私のやりたいことじゃな

い、言い訳ばかり。大学のサークルも就職してからの仕事もすぐに辞めてしまう。気づけば彼女の履歴書はたく

さんの職歴が並ぶようになっていた。「こんな履歴書じゃ、どうせすぐ辞めるんじゃない？」「これじゃあ信用で

きないな」いつしか正社員として彼女を雇う会社は無くなっていた。その後派遣社員と

なるも、やはりすぐに辞めてしまうのだった。 

 こんな私じゃダメだ。我慢強くなりたい。でもどう頑張ってもなぜか続かない。そん

な時にきた仕事がスーパーのレジ打ちだった。しかし数週間後、単純作業がイヤになり、

結局また辞めたい衝動が彼女の心を襲う。 

 そんな矢先、電話が鳴る。田舎の母からだった。「もう帰っておいで」母の一言に心を

固め、辞表を書き、荷物をまとめだした時、あるものを見つける。それは子供の頃の日

記だった。「ピアニストになりたい」はっきりとそう書かれていた。唯一長く続けられたもの、それがピアノだ

った。 

 彼女の中で静かな変化が起こった。「お母さん、私もうちょっと頑張ってみる」。ピアノも練習するうちに鍵盤

を見ずに弾けるようになった。ひょっとしたらレジも…彼女は特訓を始めた。大好きだったピアノを弾くように

…。 

 変化はすぐに表れた。お客様の顔を見る余裕ができ、次第に話しかけるようになった。「あら？鯛ですね！い

いことあったんですか？」「わかる？孫が水泳で賞を取ったの！」「それはよかったですねえ！おめでとうござい

ます」彼女はたくさんのお客様と会話ができるようになった。 

 そんな時ある事件が起きた。店内アナウンスが何度も流れるほど忙しい日だった。「お客様どうぞ空いている

レジにお回りください」「重ねて申し上げます。どうぞ空いているレジにお回りください」彼女が見渡してみる

と、彼女のレジだけに長い列が… 

「お客様どうぞあちらのレジへ」「イヤよ。私は彼女と話しをしにここに来ているの」「私も同じよ。だからこ

のレジに並ばせて」その光景を目にして、彼女は手を思わず止めた。あふれる想いで溢れ、その場に泣き崩れた。 

 ほどなくして彼女はレジの主任となり、新人教育を担当した。彼女の履歴書がその後どうなったのかは誰も知

らないという。 



 

 

 

＜文理探究科１年 長崎外国語大学研修成果発表会＞ 

２月５日（月）、長崎外国語大学４F ホールで、外大研修成果発表会が開催されました。フランス語、

ドイツ語、中国語、韓国語の４つのカテゴリーに分かれた全１６班が、１０月上旬にテーマを決定し、研

究を進めてきました。１２月の中間発表会では、外大からそれぞれのネイティブの先生方にご来校いただ

き、研究内容がテーマに沿ったものであるか、データのとり方は適切であるか、最終的な着地点に何を求

めているのか、などについて熱いご指導を受け、深めてきた研究でした。様々な行事等の関係で、思った

ように準備時間が取れず、発表練習も十分とは言えないままに臨んだ本発表でしたが、短時間でここまで

まとめたのか、と感心する班も続出し、実りの多い発表になりました。 

長崎外国語大学からは小鳥居先生、坂本先生の２名の先生が審査員を引き受けてくださり、審査発表お

よび講評を行っていただきました。また、今までご指導いただいた先生方も参観してくださいました。テ

ーマ設定や研究の進め方等についてはまだまだ改善の余地はあるものの、自分達なりに調べ、調査し、考

えをまとめて発表したことは大きな自信につながったと思います。 

審査結果は以下の通りです。（１位は同点 ２チーム） 

１位 フランス語３班： “No More Plastic!” （余分なプラスチックいらねぇ世） 

６組 ＜池田脩真 井上めぐみ 樋口愛子 堀河幸仁 安田隆大＞ 

 

１位 フランス語５班： Food Loss Education Revolution （廃棄量ゼロへの取り組み） 

７組 ＜藺牟田優実 濱端和果 増田結斗 本川美結 善岡聖貴 吉見友我＞ 

 

３位 韓国語５班： 격차가 없는 세상을 만들기 위해  ～格差のない社会を作るために～ 

７組 ＜長岡春道 堀尾茉凛 元村玲花 山内 碧 吉永羽優＞ 

 

 

なお、フランス語班は全て英語でのプレゼンでした。韓国語班も、一部英語を取り入れた発表を行いま

した。今回の経験を、来年度の課題研究に活かしてほしいと思います。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学年より  

から～ 

 



＜バーチャル入試 合格発表！！＞ 

２月１５日（木）昼休みに合格発表を行いました。 

1 年生では、冬休みにオンライン出願と志望理由レポート作成を行い、1 月進研実力テストの全国偏差

値を用いて合否判定を実施しました。結果は、第１志望合格者４８名、第２志望合格者１０７名、第３志望

合格者１１１名でした。大学入試のように手を取り合って喜ぶ生徒、ガッツポーズをする生徒など、本番さ

ながらの緊張感を味わうことができたようです。結果はそれぞれでしたが、 客観的に自己の実力を見つめ、

これまでの取組を振り返る良い機会になったことと思います。２～３月には今回の結果をもとに担任・副

担任との面談を行うなど、２年生でよいスタートが切れるよう、学年全体での取組・支援を継続していきま

す。 

また、春休みには各地でオープンキャンパスなどの進路イベントが開催されます。目標を定めるには視

野を広げて選択の幅を持つこと、目標が定まればすべきこともはっきりと見えてくるはずです。自分が知

らない世界へ一歩踏み出すための時間や労力を惜しまず、何かを始める春にしてほしいと願っています。 

  

 

 

＜駐日南アフリカ共和国大使来校＞ 

２月１６日（金）駐日南アフリカ共和国大使ルラマ・スマッツ・ンゴニャマ大使夫妻と本校文理探究科の

生徒との交流会がありました。学校紹介、研究発表の紹介などを英語で行い、大使からのコメントをいただ

きました。また、ラグビー経験者の大使とラグビー部生徒との交流の時間も行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜県内企業説明会＞  

2 月 26 日(月)午後より、マイナビ様のご協力により県内企業説明会を実施しました。地元企業の活動情

報を聞き、その後、生徒一人ひとりが地域の実情を踏まえた課題研究テーマ発表を行い企業の方から貴重

なアドバイスを受けました。 

 

協力企業 

長崎県教育庁、長崎市役所商工部産業雇用政策課、アイティーアイ株式会社 

長崎船舶装備株式会社、株式会社チョープロ、株式会社三基、滲透工業株式会社 

株式会社十八親和銀行、長崎魚市株式会社、長崎放送株式会社、松藤商事株式会社 

扇精光ソリューション株式会社、長崎自動車株式会社 様、ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

＜理数科 2 年 交流学習会 in 新宮高校＞  

2 月 19 日（月）、本校理数科 2 年生が福岡県の新宮高校理数科と交流学習会を行いました。午前中に 

各校代表 2 班による口頭発表を行い、午後からは 5 会場に分かれて、各校の研究発表を行いました。お互

いに活発な質疑応答が行われ、自分たちの研究に足りないものを発見し、振り返るいい機会になりました。

昼食は新宮高校近くの「神戸クックワールドビュッフェ」でグループを分けて、互いに交流しながら楽し

いひと時を過ごしました。とても充実した思い出に残る理数科プログラムとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学年より  

から～ 

 



＜総合的な探究の時間 本発表＞ 

２月２７日（火）、本校体育館にて２学年普通科の課題研究発表会が開催されました。フィールドワーク

でお世話になった企業様や団体様など多数観覧に来ていただき、全７分野５０班がこの１年間で研究して

きたテーマを 1 班 8 分間の持ち時間で発表しました。１０月の中間発表での課題を各班が修正し、内容が

より充実したものとなっており、成長を感じました。また、発表後の質疑応答においても受け答えがしっか

りと出来ており、日々の研究の深さを感じました。上位評価の班は来年度４月にも発表をします。今後も

様々なことに興味を持ち、研究を重ね、学びを深めていってもらいたいです。 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

＜第４３回卒業証書授与式＞ 

３学年主任  内藤 健一 

 

３月１日（金）に第４３回生の卒業式が行われました。在校生の大地讃頌の歌声に感動しながらも、厳粛

な中に式を無事終えることができ学年主任としてほっとしました。当日は多くの保護者のみなさまにご来

場いただき、これから旅立つ子供たちの姿を温かい眼差しで支えていただいたことに感謝いたします。お

そらくこの卒業式を迎えるまでには、それぞれのご家庭においてご苦労も多かったことと思います。最近

では私たち教職員も、生徒たちが１年生の頃と比べて立派になったと感じる場面も多くありました。この

４３回生の生徒諸君とこの日を迎えることができたことをとても嬉しく思っています。 

さて、これからはそれぞれの進路を進むこととなります。ニュースではどうしても暗い話題が目につき

ますが、やはり未来は明るいものでなければなりません。卒業生の皆さんには「明日は今日より楽しそう

だ！」と思えるようなわくわくする日常を過ごして欲しいと思います。そのためには、「何事もとりあえず

やってみる！」。新しい環境で多くの友人をつくり、次に会う時はさらに成長した姿を見せてください。３

年間本当にありがとうございました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

３学年より  

から～ 

 



部活動の試合結果 

３月の主な行事予定 

＜スクールバス乗務員への花束贈呈式＞（写真のみ掲載） 

 

 

○令和５年度 長崎県高等学校新人体育大会 新人駅伝競走大会 

  男子 １０位   女子 １２位 

 

○ラグビー部 第４６回九州高等学校新人大会 

A パート 準優勝   

※令和５年度全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会出場決定！！ 

 

○第４９回九州アンサンブルコンテスト  

 木管８重奏 銀賞 

１日（金） 第４３回卒業証書授与式 

２日（土） 土曜自学【３年中後期指導～５（火）】 

５日（火） 後期入学者選抜 会場設営 

６日（水） 後期入学者選抜 一日目 

７日（木） 後期入学者選抜 二日目 

８日（金） 生徒自宅学習（登校禁止） 公立大学中期試験 

１１日（月） 生徒自宅学習（生徒校舎立ち入り禁止） 

１２日（火） ４５分授業 午後文化発表会準備～１５日（金） 

       国公立大学後期試験 

１４日（木） 代休（３／１６分） 

１６日（土） 文化発表会 

１８日（月） ４５分授業 午後第１回合格者オリエンテーション 

１９日（火） ４５分授業 卒業生進路講話 県内就職に関する講演会 

２０日（水） 春分の日 

２１日（木） 校内競技大会 

２２日（金） 終業式 離退任式 


